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１　前年度指摘事項等に対する措置等

（１）指摘事項
該当なし

（２）監査意見
該当なし

２　前年度県議会決算審査特別委員会の指摘事項（口頭指摘を含む。）に対する処理状況

該当なし

３　職員の定員、現員調べ （令和４年８月１日現在）

種別

区分 当該年度
3.4.1
現在

当該年度
3.4.1
現在

当該年度
3.4.1
現在

当該年度
3.4.1
現在

1 1 33 33 8 9 42 43

1 1 35 34 8 9 44 44
病害虫防除所兼務7名

0 0 2 1 0 0 2 1

0 0 0 0 0 0 0 0

2 2 0 0 50 50 52 52

４　役付職員の調べ

0 年 4 月 （兼）病害虫防除所　次長

1 年 4 月

0 年 4 月 出納員

0 年 4 月

2 年 4 月

1 年 4 月

1 年 4 月

0 年 4 月

1 年 4 月

1 年 4 月

3 年 4 月

事務職員 技術職員 現業職員 計 備  考

定　　　　員

現　　　　員

過不足（△）

臨 時 職 員

会計年度任用職員
農業技術員５０名
事務員　  　　２名

病気休職による加配１名
定数外（予備定数）１名

（令和４年８月１日現在）

職　　　名 氏　　名 在職期間 備         考

場　　　長 八田　辰也

次　　　長 福本　由美

課長補佐 田中　瑞男

果樹研究室長 井戸　亮史

野菜研究室長 白岩　裕隆

花き研究室長 遠藤　英

環境研究室長 米村　善栄

日南試験地長 小谷　和宏

（兼）病害虫防除所　課長補佐

砂丘地農業研究センター所長 久重　祐彦

弓浜砂丘地分場長 井上　浩

河原試験地長 石河　利彦
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５ 主な事業に関する調べ 

                                                                             （単位：千円） 

事   業   名 決算額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 その他 一般財源 

産地ニーズに応える特色ある鳥取型ブド

ウ栽培技術の確立 

 1,610        1,610 

将来ビジョン (4)産業を元気に 元気な農業に向けて農業活力増進プランを実行 

令和新時代創生戦略 02 飢餓をゼロに 

政策目標  

（概 要）                                 試験箇所：砂丘地農業研究センター 

ア 目的及び事業の実施状況 

（ア）目的 

本県のブドウ栽培は県中部の北条砂丘地帯等を主産地として「デラウェア」、「ピオーネ」等を中心に、

近年は消費者の嗜好性が高い「シャインマスカット」を生産している。しかし、生産者の高齢化や経営形態

の変化等により、作業の省力化や低コスト栽培法の確立が急務である。加えて、消費者ニーズに適合した品

種の導入も求められている。 

（イ）事業の実施状況 

  ① 消費者の嗜好を考慮した次世代を担うブドウ新品種を検索。 

② 管理作業の省力化を図りつつ、高品質な果実生産が可能な栽培技術の確立。 

③ 施設の更新や新設時、比較的取り組みやすい野菜用の鳥取県型低コスト単棟ハウスでのブドウ栽培の適用

性の検討。 

 

イ 令和３年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

① 「シャインマスカット」に続く新品種を着果したものから順次果実品質調査を行い、有望性を検討した。 

② 成木に達した「シャインマスカット」、「ピオーネ」の台木の違いによる収量特性の評価に取り組んだ。 

③ 低コスト単棟ハウスに植え付けた「シャインマスカット」が成木に達し、樹形別の収量特性の評価に取り組ん

だ。 

 

ウ 成果及び効果 

① 成木に達した４品種（「マスカ・サーティーン」「マスカットノワール」「ヌーベルローズ」「コトピー」）に

ついて特性を調査した結果、「マスカ・サーティーン」は盆前に収穫可能で、房重はシャインマスカットの404g

に対して600gと重く有望であった。 

② 砂丘畑において台木の違いが「シャインマスカット」、「ピオーネ」の果実品質に及ぼす影響はなかった。 

③ ５月～７月の高温による果房や葉が焼ける障害が発生したため、果実調査は実施できなかった。そのため、野菜

型低コストハウスをそのままブドウ栽培に利用することは困難で、高温対策が必要と考えられた。 

 

エ 課 題（R４年度の主な試験内容） 

①  「マスカ・サーティーン」についは引き続き、本県での適応性を評価し、収穫期の前進化

等を検討する。また、有望と考えられる数品種を植え付け、育成を行う。 

②  「シャインマスカット」、「ピオーネ」等の主力品種に対して、反射マルチ、LED補光等による果実品質向上効果

について検討を行う。 

③  野菜用の低コスト単棟ハウスをブドウ栽培で用いる場合の換気方法を検討するとともに、

最適な樹形を明らかにする。 
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５ 主な事業に関する調べ 

                                                                               （単位：千円） 

事   業   名 決算額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 その他 一般財源 

白ネギを核とする弓浜砂丘地の野菜栽培

技術の確立 

1,600   1,600 

将来ビジョン (4)産業を元気に 元気な農業に向けて農業活力増進プランを実行 

令和新時代創生戦略 02 飢餓をゼロに 

政策目標  

（概 要）                                    試験箇所：弓浜砂丘地分場 

ア 目的及び事業の実施状況 

（ア）目的 

① 近年、県西部の弓浜砂丘地域を中心に白ネギ産地としての存亡に係わるような病害である「ネギ黒腐菌核病」の

発生が見られており、早急に防除方法を確立する。 

② 白ネギの周年出荷体系強化のため、時期別適品種の選定および現地で問題となっている夏場の雑草の除草技術を

確立する。 

③ 特有の砂質土壌を活用したニンジン、サツマイモなどの品種選定や栽培技術を確立する。 

（イ）事業の実施状況 

① 現地のネギ黒腐菌核病発生圃場において、夏どり作型で「パレード 20フロアブル」の薬剤処理時期

について検討した。 

② 各時期別の適品種の選定を行った。白ネギ栽培で雑草繁茂が問題となる梅雨明け後から 8月末まで

の間、除草剤を混用処理し、除草効果を比較した。 

③ ニンジンの初夏どり、年内どり作型における品種比較を行った。サツマイモの新規導入品種「べに

はるか」について、連作期間が収量に及ぼす影響を検討した。 

  

イ 令和３年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

① 前年まで、被害が大きい春どり・秋冬どり作型でネギ黒腐菌核病の防除試験を行ってきたが、周年

出荷体系における防除技術を確立するため、夏どり作型で防除試験を検討した。 

 

ウ 成果及び効果 

① 夏どり作型では、「パレード20フロアブル」を定植時に灌注するか、3月上旬に1回散布することで、本病の防

除が可能であった。ネギ黒腐菌核病の過去の試験と成果をまとめた「防除マニュアル」を関係機関と作成し、ネ

ギ生産者全戸へ配布した。その結果、本病の被害発生は減少してきている。 

② 春どり作型で「陽春の宴」は晩抽性が強く、9～10 月どり作型で「大河の轟き」の残存率が高

く、有望品種だと考えられた。 

梅雨明け後に、「ナブ乳剤」、「ロロックス」、「トレファノサイド乳剤」を混用散布、雑草が

繁茂している場合は「ナブ乳剤」に代えてグリホサート系除草剤を混用することで、除草効果が

優れた（参考となる成果）。 

③ ニンジンの初夏どり作型において「紅みのり」、年内どり作型において「アヤジェンヌ」が収量品質

に優れた。サツマイモ品種「べにはるか」は、他品種に比べ連作3年目まで土壌病害や線虫の被害が少なく、連

作に対する耐性がみられた。 

  

エ 課 題 

① 集中豪雨や夏季の高温に対処する栽培技術の確立 

②  継続的な優良品種の選定と品種に合致した栽培技術の確立 
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５ 主な事業に関する調べ 

（単位：千円） 

事   業   名 決算額 
財  源  内  訳 

国庫支出金 起  債 そ の 他 一般財源 

園芸作物における病害虫の防除対策 3,824 268   3,556 

将来ビジョン  － 

令和新時代創生戦略 大項目    中項目   小項目   

ＳＤＧｓゴール  － 

政策項目 園芸品目の高品質・低コスト・安定生産技術の開発 

（概 要） 

ア 目的及び事業の実施状況 

（ア）目的 

県内園芸作物の生産地ではナシの黒星病、野菜のアザミウマ類、ブロッコリーの黒すす病等の難防除

病害虫が増加していることから生産が不安定となっており、これらの難防除病害虫の防除対策を確立

し、園芸産地の維持を図る。 

（イ）事業の実施状況 

 

【令和３年度の各事業実施状況】 

各事業の取組内容 成果及び効果 課題 

① ナシ黒星病に対し、亜リ

ン酸資材を加用した防

除体系による発病抑制

効果の検討 

亜リン酸資材を４月下旬～５月の防

除体系に３回以上連続加用すること

で、葉や新梢におけるナシ黒星病の

発生量が軽減でき、栽培暦に採用さ

れた。 

 

果実における発病抑制効果の高

い薬剤を検討する。 

② ナシで問題となる微小

害虫種に対する休眠期

防除の検討 

クワコナカイガラムシ、ニセナシサ

ビダニの休眠期防除には、３種また

は２種の混用散布が効果的であっ

た。 

 

ナシ生育期間中のハダニ類、シ

ンクイムシ類の防除対策を検討

する。 

③ ブロッコリー黒すす病

に対し、効果の高い防除

体系の確立 

パレード20フロアブルの定植時セル

トレイ潅注処理または定植１か月後

のパレード20フロアブルの散布、出

蕾前のシグナムＷＤＧを散布した防

除体系が葉の発病を最も抑制した。 

 

発病抑制効果の高い防除体系に

ついて年次間差の確認とデータ

蓄積が必要である。 

④ ナガイモ腐敗症状の対

策技術の確立 

クロールピクリンによる土壌消毒と

定植時のユニフォーム粒剤を処理す

ることにより、ナガイモ褐変症発生

軽減効果が確認された。 

 

各処理の年次間差の確認のた

め、継続して検討する。 

⑤ 令和３年度に県中部で

激発したスイカうどん

こ病に対する防除薬剤

の検定 

 

スイカうどんこ病に対する防除効果

の高い薬剤を３～４種類選定し、産

地の指導資料に活用されている。 

次年度、現地の発生状況を見な

がら、発生状況と防除対策につ

いて指導情報を提供する。 

 

イ 令和３年度の事業実施に当たり改善等に取り組んだ点 

産地の未来を見据えた取組として、野菜作（ブロッコリー、白ネギ）におけるドローン防除の効果を検

証に取り組んでいる。 
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６　現金の取扱状況

　　　ア　現金取扱状況

　　　イ　つり銭の状況

合　　　　　計 82,000

収入科目（節） 収　入　済　額（円） 備　　考件数（件）

　生産品販売代金

178

生産物売払収入 82,000

（令和３年１２月３１日現在）

178

（令和３年１２月３１日現在）

つり銭の有無 有 つり銭の額（円） 20,000
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イ
　
建
　
　
物

（
本

場
）
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加
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Ｈ
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格
納

庫
外

減
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Ｈ
Ｈ

（
西

園
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場
）
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加
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Ｈ
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理

器
材

庫
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少

Ｈ
Ｈ

（
倉

吉
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場
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増
加

Ｈ
Ｈ
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財
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少
Ｈ

Ｈ
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浜
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Ｈ

Ｈ
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Ｈ

Ｈ
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Ｈ
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Ｈ

Ｈ
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Ｈ
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Ｈ

Ｈ
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Ｈ
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Ｈ

Ｈ
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－
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２
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３
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又
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西
園
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㎡

）
価

額
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円
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　　ウ　山　林 該当なし

　　エ　動産（船舶、浮標、浮桟橋、浮ドック、航空機） 該当なし

　　オ　物　権 該当なし

　　カ　無体財産権（特許権、著作権、商標権、実用新案権等） 該当なし

　　キ　有価証券 該当なし

 (２) 金券類の保有状況

　　ア　金券の保有状況

有　　・　　無

　　イ　タクシーチケットの保有状況 該当なし
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８
　

財
産

の
貸

付
及

び
使

用
許

可
調

べ

　
（
１

）
　

土
地

及
び

建
物

　
　

ア
　

土
　

　
地

貸
　

　
　

付
貸
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初

貸
付

貸
　

　
　

付
貸

付
（
使

用
許

可
）
先
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使

用
許

可
）
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使

用
許

可
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（
使

用
許

可
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使
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許
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）
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日
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日
期
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２
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３
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財
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財
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政

財
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量
又

は
面

積
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９
　

借
受

不
動

産
明

細
調

べ

借
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量

借
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先

（
使
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又
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・
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無
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無
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・
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１
０

　
職

員
駐

車
場

の
管

理
状

況
調

べ

（
１

）
管

理
状

況
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分
１
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の
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（
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財
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1
2
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.5
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財
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２
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０
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郡
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在
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0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0

1
,0

0
0
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（令和３年１２月３１日現在）

売払
棄却
の別

売払方法・
棄却理由

処分
年月日

売払額・
処分費用

円

多機能型分
析天秤

R3.10.13 棄却
高精度分析天秤更新に伴
い処分

R3.10.18 0

R3.12.8 棄却 修理不可による使用不能 R3.12.14 0

R3.12.8 棄却 修理不可による使用不能 R3.12.14 0

ナシハウス加
温機

R3.12.16 棄却 修理不可による使用不能

動力運搬車 R3.12.16 棄却 修理不可による使用不能

マニアスプ
レッダー

R3.12.16 棄却 修理不可による使用不能

動力運搬車 R3.12.20 棄却 修理不可による使用不能

0

１２　備品の処分状況調べ

処　　　　　　分

H10.1.30

H6.4.20

H9.10.2白ネギ定植機

土壌消毒機 H10.1.20

S54.9.28

H4.6.25

備　　考不用決定年月日

品　　　名

合　　計

（規格・銘柄）

(保管換年月日)
取得年月日

H8.5.8

12



１３　事業別予算執行状況調べ　　　「１６　試験研究調査事業別実施状況調べ」に記載

（令和３年１２月３１日現在）

形          式 取         得 稼動
 品          名 及          び 用    途 日数 修理費等 備 考

規          格 年   月   日 日 円 円
 （本   場 ）

動　力　運　搬　車 ヤンマー 廃棄処分済

ＦＧ－１８２ＳＤ H6.4.20 生産物運搬 0 R4.1.12

チクスイ パンク修理 2,420

〃 タイヤ交換 20,680

ＥＳ－６７２MCDP H22.6.18 〃 117 38,478 走行不良修理、Vベルト交換 15,378

チクスイキャニコム 前輪タイヤパンク修理 2,200

〃 Ｊ－８０DP H26.6.4 〃 67 2,200

チクスイ 走行ベルト、バッテリー交換　、調整 19,778

〃 燃料漏れの修繕 9,009

Ｊ－８０－ＤＰ H12.5.9 〃 70 54,087 セルモーター交換修理 25,300

カワシマ セルモーター交換修理 25,300

〃 ＲＦ－４ＷＤ－ＤＶ H15.6.18 〃 98 50,600
キャニコム下町小町シオン

〃 J70YACDPH R.2.7.2 〃 97 0

カワシマ ワイヤー調整 7,997

〃 ＲＸ４ＷＤ－Ａ　ACK H28.5.23 〃 43 7,997

カワシマ

〃 AC19D-4WD－SE H24.8.9 〃 39 0

ト　ラ　ク　タ　ー ヤンマー

Ｆ１８０ＤＸＵＫ H4.8.20 耕耘.ローダー・除雪 4 0

ヤンマー フロントローダ油漏れ修理 22,297

〃 ＡＦ－３０ＭＬ H6.1.21 〃 39 27,687 パンク修理 5,390

クボタ 〃

〃 SL５４HCMANP H28.7.14 41

ヤンマー　１８ＰＳ バッテリーの交換 3,410

〃 AF218VPVKS4M H14.6.10 〃 13 3,410

ヤンマー　低床

〃 ＲＳ－３００ＦＫＶＵ H14.6.10 〃 102 0

クボタ　FT300 前輪右タイヤパンク修理 5,390

〃 FQMAEQR5 H30.11.13 〃 103 5,390

ヤンマー 耕耘・畝立 フロントタイヤ交換 31,900

〃 ＥＦ２２０ＶＵＫＳ５ＭＥ H16.6.24 除雪 200 31,900 野花

スピードスプレヤー 昭信

3S-FSC1061 H25.6.11 薬　　散 25 0

〃 ヤンマー

ＹＡＳ１０００ＤＸ H7.7.31 〃 34 0

〃 昭信

３Ｓ－ＦＳＣ６１５ H15.4.21 〃 34 0

管  　理　  機 クボタ（土壌消毒機付）

ＴＩ－５５  ＮＯ，１ H4.9.4 薬剤土壌灌注 5 0

ネギ用管理機 クボタ Vプーリー、Vベルト交換 23,320

ＴＡ８００－ＳＣＪＶ H23.8.26 耕耘・畝立 17 23,320

管  　理　  機 三菱マヒンドラ農機（株）

（高畝整形機） MM158ASP H30.12.27 耕耘・畝立 6 0

草刈りバインダー クボタ

ＲＪ５５－ＴＫ H17.7.29 草刈結束 0 0

高　所　作　業　車 共立

ＫＣＧ－３５００ＳＨ／Ｔ H5.5.17 樹園地刈込 19 0

共立

〃 ＫＣＧ－３５００Ｈ H17.6.9 〃 24 0

乗　用　草　刈　機 オーレック

ＲＭ９５３ R2.7.2 〃 26 0

アグリップ

〃 ＲＭ－８０ＪＤ H11.2.16 〃 0 0

アテックス刈馬王 パンク修理 3,080

〃 Ｒ－９５０ＨＡ H19.7.4 〃 36 14,719 スクリーン、ボルト、スペーサ修理 11,639

フジイ ステアリング不良修理、走行モーターファン交換修理 13,726

〃 ＭＢ１０２１　　Ｘ１ H23.6.9 〃 37 13,726

芝用スイーパー カワシマ 点検及びVベルトの交換 32,065
ＬＳ８０５Ｄ H14.4.25 芝の集草 24 32,065

芝刈り機 バロネスLM81
H15.7.31 芝刈り 8

除　　雪　　機 ワドー
ＳＳ１３８ＵＨ H15.12.16 除　　雪 2

左 の 主 な 内 容

１４  農業機械の管理状況

13



形          式 取         得 稼  動
 品          名 及          び 用        途 日  数 修理費等 備 考

規          格 年   月   日 日 円 円

（砂丘地農業研究ｾﾝﾀｰ）

ヤンマー 左シリンダーオイル漏れほか修理　 39,743

ト　ラ　ク　タ　ー EF326XUQKC5 H15.9.29 圃場管理 28 154,099 チェーンケース、油圧ホースオイル漏れ 114,356

チクスイ 荷台鉄板修繕 99,000

動　力　運　搬　車 ＥＬＬ８０１ H16.6.8 運搬 61 99,000
ヤンマー

〃 ＣＧ－１４６Ｄ H6.4.20 〃 7 0
アリミツ

動　力　噴　霧　器 ＡＴＣ－４３３Ｍ H20.12.3 薬  散 24 0
丸山

動　力　噴　霧　器 自走動噴　ＭＳＶ４１５Ｌ－１　Ｐ／Ｎ３５８４４６　 R2.8.6 薬  散 53 0
共立

チッパシュレッダ Ｐ－１１００Ｃ H17.8.4 枝葉裁断 4 0
クボタ クローラー式 根切り クローラーのチェーン交換 8,690

管　 理 　機 ＴＡ８００－ＳＣＪＶ H19.9.26 堀上 6 8,690

（弓浜砂丘地分場）

クボタ 耕耘・畝立

ト　ラ　ク　タ　ー KL２４RFQMANP H24.9.19 除雪、残渣処理 84 0
クボタ 耕耘・畝立

〃 ＧＢ１６BＭＡＲＦ１ H9.10.15 19 0
みのる R3.12処分

ネ　ギ　定　植　機 ＯＰ２１００ H9.10.15 定  植 0 0
畝　立　機 イセキ 耕耘・畝立

管　　理　　機 ＫＣ７５０Ｆ０２ S58.5.20 土壌消毒 0 0
アグリップ ゼンリン溶接 8,800

ネ　ギ  管  理  機 ＮＲ６０５Ｎ H19.6.1 土寄せ 45 8,800
クボタ

〃 ＦＴＮ７－Ｙ H26.11.28 土寄せ 52 0
有光

土　壌　消　毒　機 ＳＤ－６V H25.12.16 土壌消毒 6 0
ヤンマー

動　力　運　搬　車 クローラー ＣＧ１６２ H19.6.6 運搬・薬散 30 0
カワシマ

動　力　運　搬　車  ECZ1275-SEV R2.2.6 運搬・薬散 48 0

（河原試験地）

クボタ

ト　ラ　ク　タ　ー ＺＬ２６０２ＤＴＭＣＳＰ S57.6.11 耕耘 0 0
チクスイ 生産物運搬・

動　力　運　搬　車 ＥＬＬ８０ＩＭＰＷ H31.3.11 資材運搬 133 0
丸山 エキゾーストパイプマトメ 62,568

スピードスプレイヤー ＳＳＡ－ａ６０１ H10.5.28 薬  散 12 62,568
アグリップ

乗　用　草　刈　機 ＲＭ８５Ｂ H12.5.2 草　刈 0 0
フジイ ミッション着脱、分解修理、ドライブ軸交換等 39,721

〃 ＭＦ９１５Ｘ H24.6.18 〃 32 46,541 タイヤパンク修理 6,820

オーレック ベアリングほか 5,346

Vベルト 10,428

〃 RM９５１ H28.5.25 〃 16 170,973 セーフティーカバー交換一式 155,199

自走草刈機 スパイダーモア 上下左右ワイヤー 5,280

ドライブチェーンケースASY緑 14,322

H29.2.27 〃 20 59,323 ミッション着脱、分解修理、ドライブ軸交換等 39,721

ヤンマー

   耕　　耘　　機 ＹＡ－７０ＤＣＡ H7.8.31 耕  耘 0 0

（日南試験地）

クボタ 耕耘・畝立

ト　ラ　ク　タ　ー Ａ－１３PMXR1 H4.8.7 薬  散 16 0
ヤンマー　２１ＰＳ

〃 ＡＦ３２２ H14.5.31 〃 74 0
クボタ

管　　理　　機 ＴＩ－５５ＳＫＢＶＩ H3.5.15 耕耘・畝立 3 0
クボタ

〃 Ｔ－８０ H7.9.21 〃 11 0
クボタ

〃 ＦＴＮ－７Ｙ H22.7.6 溝きり・土寄せ 8 0
カワシマ

動　力　三　輪　車 ＳＣ１５２０ＤＢＶ－ＳＥ H6.7.4 運  搬 137 0
カワシマ 生工研より

動　力　運　搬　車 ＲＦ４ＷＤ－ＤＶ H15.6.20 資材運搬 120 配置換え

フジイ
除　　雪　　機 SD112４DK-z H30.10.29 除　雪 4 0

ワドー 生工研より
除　　雪　　機 ＳＭＸ１３９２－Ｎ H25.12.13 除　雪 0 0 配置換え　故障中

丸山

動力噴霧器 MS415CA-1 H25.12.13 薬　散 34 0

915,573

左 の 主 な 内 容

計

14



（
令
和
３
年
１
２
月
３
１
日
現
在
）

場
内

分
類

差
　
引

生
産
部
門

品
名
種
類

作
付
面
積

生
産
計
画

前
年
度
か

生
産

備
考

数
量

ら
の
繰
越

購
入

計
使
用

数
量

金
額

数
量

金
額

廃
棄

数
量

金
額

換
残

㎡
㎏

㎏
㎏

㎏
㎏

円
㎏

㎏
㎏

円
ス
イ
カ

4
,0
0
0
.0

1
8
,0
0
0
.0

0
.0

1
8
,9
6
7
.0

1
8
,9
6
7
.0

0
.0

1
0
,0
5
3
.5

1
,2
8
6
,2
1
8

4
8
8
.0

0
.0

8
,4
2
5
.5

1
8
,9
6
7
.0

1
,2
8
6
,2
1
8

0
.0

小
玉
ス
イ
カ

1
0
0
.0

1
0
0
.0

0
.0

6
0
.0

6
0
.0

0
.0

4
6
.0

5
,6
0
0

0
.0

0
.0

1
4
.0

6
0
.0

5
,6
0
0

0
.0

中
玉
ト
マ
ト

2
0
.0

1
5
0
.0

0
.0

1
6
7
.7

1
6
7
.7

0
.0

1
4
4
.4

7
2
,2
0
0

0
.0

0
.0

2
3
.3

1
6
7
.7

7
2
,2
0
0

0
.0

ミ
ニ
ト
マ
ト

1
,0
0
0
.0

2
,2
0
0
.0

0
.0

2
,1
7
7
.0

2
,1
7
7
.0

0
.0

8
0
2
.4

3
7
9
,4
0
0

0
.0

0
.0

1
,3
7
4
.6

2
,1
7
7
.0

3
7
9
,4
0
0

0
.0

白
ネ
ギ

2
,0
0
0
.0

2
,0
0
0
.0

0
.0

1
,9
1
0
.0

1
,9
1
0
.0

0
.0

1
,3
7
0
.0

1
2
2
,8
0
0

7
.0

0
.0

5
3
3
.0

1
,9
1
0
.0

1
2
2
,8
0
0

0
.0

イ
チ
ゴ

6
0
0
.0

1
,0
0
0
.0

0
.0

4
0
6
.4

4
0
6
.4

0
.0

3
2
6
.1

2
2
2
,8
0
0

0
.0

0
.0

8
0
.3

4
0
6
.4

2
2
2
,8
0
0

0
.0

イ
チ
ゴ
苗

1
8
7
.2

8
5
0
.0

0
.0

3
3
9
.0

3
3
9
.0

0
.0

3
3
9
.0

1
3
5
,6
0
0

0
.0

0
.0

0
.0

3
3
9
.0

1
3
5
,6
0
0

0
.0
単
位
：
本

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

1
,0
0
0
.0

1
,0
0
0
.0

0
.0

8
9
4
.0

8
9
4
.0

0
.0

5
4
4
.7

1
0
8
,9
0
0

0
.0

0
.0

3
4
9
.3

8
9
4
.0

1
0
8
,9
0
0

0
.0

キ
ャ
ベ
ツ

3
0
0
.0

7
5
0
.0

0
.0

8
5
0
.0

8
5
0
.0

0
.0

4
6
0
.0

2
7
,6
0
0

5
5
.0

0
.0

3
3
5
.0

8
5
0
.0

2
7
,6
0
0

0
.0

チ
ン
ゲ
ン
サ
イ

2
0
0
.0

1
0
0
.0

0
.0

1
0
4
.0

1
0
4
.0

0
.0

8
3
.4

1
3
,9
0
0

0
.0

0
.0

2
0
.6

1
0
4
.0

1
3
,9
0
0

0
.0

9
,4
0
7
.2

2
6
,1
5
0
.0

0
.0

2
5
,8
7
5
.1

2
5
,8
7
5
.1

0
.0

1
4
,1
6
9
.5

2
,3
7
5
,0
1
8

5
5
0
.0

0
.0

1
1
,1
5
5
.6

2
5
,8
7
5
.1

2
,3
7
5
,0
1
8

0
.0

0
.0

な
つ
ひ
め

1
,2
0
0
.0

3
,7
0
0
.0

0
.0

3
,8
5
2
.6

3
,8
5
2
.6

4
0
3
.3

3
,2
6
4
.0

1
,8
9
3
,9
8
9

0
.0

0
.0

1
8
5
.3

3
,4
4
9
.3

1
,8
9
3
,9
8
9

0
.0

夏
さ
や
か

1
,8
0
0
.0

2
,0
0
0
.0

0
.0

2
,2
1
7
.6

2
,2
1
7
.6

3
9
.1

6
6
8
.0

1
9
9
,6
0
0

1
4
4
.0

0
.0

1
,3
6
6
.5

2
,1
7
8
.5

1
9
9
,6
0
0

0
.0

秋
甘
泉

1
,2
0
0
.0

3
,0
0
0
.0

0
.0

2
,4
5
8
.3

2
,4
5
8
.3

2
8
3
.4

1
,8
0
2
.0

1
,0
2
4
,1
2
6

9
7
.0

0
.0

2
7
5
.9

2
,1
7
4
.9

1
,0
2
4
,1
2
6

0
.0

新
甘
泉

2
,7
0
0
.0

9
,0
0
0
.0

0
.0

6
,8
7
6
.0

6
,8
7
6
.0

4
3
8
.8

5
,5
6
6
.0

3
,9
1
0
,6
5
5

0
.0

0
.0

8
7
1
.2

6
,4
3
7
.2

3
,9
1
0
,6
5
5

0
.0

二
十
世
紀

6
,5
0
0
.0

1
6
,2
5
0
.0

0
.0

1
3
,5
3
1
.7

1
3
,5
3
1
.7

2
0
0
.9

1
2
,0
6
3
.0

6
,6
6
8
,6
6
7

1
0
.0

0
.0

1
,2
5
7
.8

1
3
,3
3
0
.8

6
,6
6
8
,6
6
7

0
.0

あ
き
づ
き

4
0
0
.0

1
,0
0
0
.0

0
.0

1
,0
4
0
.6

1
,0
4
0
.6

2
5
5
.9

7
2
9
.0

3
9
2
,4
1
9

0
.0

0
.0

5
5
.7

7
8
4
.7

3
9
2
,4
1
9

0
.0

王
秋

7
0
0
.0

3
,5
0
0
.0

0
.0

4
,2
0
3
.1

4
,2
0
3
.1

2
8
0
.5

3
,1
2
4
.5

1
6
8
,0
0
0

0
.0

0
.0

7
9
8
.1

3
,9
2
2
.6

1
6
8
,0
0
0

0
.0

幸
水

1
2
5
.0

7
0
0
.0

0
.0

3
7
6
.5

3
7
6
.5

1
5
.0

1
1
3
.0

3
3
,9
0
0

2
2
2
.0

0
.0

2
6
.5

3
6
1
.5

3
3
,9
0
0

0
.0

秋
栄

1
2
5
.0

2
0
0
.0

0
.0

3
4
4
.0

3
4
4
.0

1
1
3
.4

1
2
7
.0

3
8
,1
0
0

1
9
.0

0
.0

8
4
.6

2
3
0
.6

3
8
,1
0
0

0
.0

そ
の
他
ナ
シ

1
,9
8
0
.0

3
,0
0
0
.0

0
.0

2
,2
6
3
.2

2
,2
6
3
.2

9
8
9
.0

5
0
4
.5

1
2
7
,5
0
0

7
9
.6

0
.0

6
9
0
.1

1
,2
7
4
.2

1
2
7
,5
0
0

0
.0
新
興
　
香
麗
、
甘
太
、
寿
新
水
、
豊
水
　
他

輝
太
郎

2
,0
0
0
.0

1
,5
0
0
.0

0
.0

1
,2
0
5
.0

1
,2
0
5
.0

2
8
6
.2

5
3
8
.0

1
6
1
,4
0
0

1
0
7
.6

0
.0

2
7
3
.2

9
1
8
.8

1
6
1
,4
0
0

0
.0

西
条

5
0
0
.0

5
0
0
.0

0
.0

5
1
6
.6

5
1
6
.6

4
2
.0

2
8
7
.0

5
4
,6
0
0

6
7
.0

0
.0

1
2
0
.6

4
7
4
.6

5
4
,6
0
0

0
.0

富
有

2
2
5
.0

2
0
0
.0

0
.0

1
6
9
.1

1
6
9
.1

0
.0

7
8
.0

1
5
,6
0
0

0
.0

0
.0

9
1
.1

1
6
9
.1

1
5
,6
0
0

0
.0

そ
の
他
カ
キ

5
0
0
.0

1
0
0
.0

0
.0

6
9
.5

6
9
.5

0
.0

3
9
.0

7
,8
0
0

0
.0

0
.0

3
0
.5

6
9
.5

7
,8
0
0

0
.0
新
秋
、
太
秋

リ
ン
ゴ

3
0
0
.0

3
0
0
.0

0
.0

3
8
7
.4

3
8
7
.4

2
5
4
.5

4
3
.0

6
,4
5
0

0
.0

0
.0

8
9
.9

1
3
2
.9

6
,4
5
0

0
.0

か
ん
き
つ
類

1
,5
0
0
.0

1
,0
0
0
.0

0
.0

5
3
0
.7

5
3
0
.7

1
0
5
.8

2
8
4
.1

6
1
,1
0
0

0
.0

0
.0

1
4
0
.8

4
2
4
.9

6
1
,1
0
0

0
.0

ビ
ワ

5
0
.0

3
0
.0

0
.0

3
1
.1

3
1
.1

3
.2

0
.0

0
0
.0

0
.0

2
7
.9

2
7
.9

0
0
.0

2
1
,8
0
5
.0

4
5
,9
8
0
.0

0
.0

4
0
,0
7
3
.0

4
0
,0
7
3
.0

3
,7
1
1
.0

2
9
,2
3
0
.1

1
4
,7
6
3
,9
0
6

7
4
6
.2

0
.0

6
,3
8
5
.7

3
6
,3
6
2
.0

1
4
,7
6
3
,9
0
6

0
.0

0
.0

ア
ス
タ
ー

5
0
.0

5
0
0
.0

0
.0

1
5
0
.0

1
5
0
.0

0
.0

9
6
.0

4
,8
0
0

0
.0

0
.0

5
4
.0

1
5
0
.0

4
,8
0
0

0
.0
単
位
：
本

シ
ン
テ
ッ
ポ
ウ
ユ
リ

4
0
0
.0

4
,0
0
0
.0

0
.0

3
,8
7
0
.0

3
,8
7
0
.0

0
.0

2
,4
1
6
.0

1
6
1
,7
8
0

0
.0

0
.0

1
,4
5
4
.0

3
,8
7
0
.0

1
6
1
,7
8
0

0
.0
単
位
：
本

ス
ト
ッ
ク

3
0
0
.0

2
,5
0
0
.0

0
.0

2
,0
4
0
.0

2
,0
4
0
.0

1
5
0
.0

6
4
4
.0

4
1
,1
3
5

0
.0

0
.0

1
,2
4
6
.0

1
,8
9
0
.0

4
1
,1
3
5

0
.0
単
位
：
本

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

5
0
.0

5
0
0
.0

0
.0

3
3
0
.0

3
3
0
.0

0
.0

2
7
2
.0

2
0
,4
0
0

0
.0

0
.0

5
8
.0

3
3
0
.0

2
0
,4
0
0

0
.0
単
位
：
本

そ
の
他
ユ
リ

1
0
0
.0

1
,0
0
0
.0

0
.0

4
6
5
.0

4
6
5
.0

0
.0

3
2
2
.0

1
6
,6
0
0

0
.0

0
.0

1
4
3
.0

4
6
5
.0

1
6
,6
0
0

0
.0
単
位
：
本

花
壇
苗

5
0
.0

5
0
0
.0

0
.0

2
6
0
.0

2
6
0
.0

0
.0

2
1
2
.0

1
1
,6
0
0

0
.0

0
.0

4
8
.0

2
6
0
.0

1
1
,6
0
0

0
.0
単
位
：
個

9
5
0
.0

9
,0
0
0
.0

0
.0

7
,1
1
5
.0

7
,1
1
5
.0

1
5
0
.0

3
,9
6
2
.0

2
5
6
,3
1
5

0
.0

0
.0

3
,0
0
3
.0

6
,9
6
5
.0

2
5
6
,3
1
5

0
.0

0
.0

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

4
7
5
.0

2
0
0
.0

0
.0

2
0
9
.4

2
0
9
.4

0
.0

7
1
.7

7
1
,7
0
0

2
4
.6

0
.0

1
1
3
.1

2
0
9
.4

7
1
,7
0
0

0
.0

コ
マ
ツ
ナ

3
0
0
.0

1
0
0
.0

0
.0

4
9
.4

4
9
.4

0
.0

4
8
.4

1
2
,1
0
0

0
.0

0
.0

1
.0

4
9
.4

1
2
,1
0
0

0
.0

サ
ツ
マ
イ
モ

1
8
0
.0

2
0
0
.0

0
.0

1
5
7
.6

1
5
7
.6

0
.0

1
0
8
.0

2
1
,6
0
0

0
.0

0
.0

4
9
.6

1
5
7
.6

2
1
,6
0
0

0
.0

サ
ト
イ
モ

7
0
.0

7
0
.0

0
.0

8
1
.6

8
1
.6

0
.0

6
0
.0

6
,0
0
0

0
.0

0
.0

2
1
.6

8
1
.6

6
,0
0
0

0
.0

ス
イ
カ

1
,2
0
0
.0

9
0
0
.0

0
.0

7
1
2
.5

7
1
2
.5

0
.0

6
3
2
.5

1
0
8
,0
0
0

5
0
.0

0
.0

3
0
.0

7
1
2
.5

1
0
8
,0
0
0

0
.0

ト
マ
ト

1
6
.0

2
0
.0

0
.0

2
1
.3

2
1
.3

0
.0

0
.0

0
1
6
.8

0
.0

4
.5

2
1
.3

0
0
.0

ナ
ガ
イ
モ

1
,6
0
0
.0

1
,2
0
0
.0

0
.0

9
1
0
.2

9
1
0
.2

0
.0

2
1
8
.0

3
4
,5
7
2

0
.0

0
.0

6
9
2
.2

9
1
0
.2

3
4
,5
7
2

0
.0

ナ
ス

1
6
.0

5
0
.0

0
.0

6
8
.3

6
8
.3

0
.0

1
5
.5

3
,1
0
0

2
5
.5

0
.0

2
7
.3

6
8
.3

3
,1
0
0

0
.0

ね
ば
り
っ
娘

7
0
0
.0

5
0
0
.0

0
.0

3
9
2
.9

3
9
2
.9

0
.0

3
8
4
.9

6
2
,4
0
0

0
.0

0
.0

8
.0

3
9
2
.9

6
2
,4
0
0

0
.0

ハ
ク
サ
イ

7
5
.0

1
5
0
.0

0
.0

1
2
2
.0

1
2
2
.0

0
.0

3
6
.0

1
,2
0
0

5
4
.0

0
.0

3
2
.0

1
2
2
.0

1
,2
0
0

0
.0

ピ
ー
マ
ン

1
6
.0

5
0
.0

0
.0

7
0
.8

7
0
.8

0
.0

6
.3

1
,0
5
0

4
8
.0

0
.0

1
6
.5

7
0
.8

1
,0
5
0

0
.0

ミ
ニ
ト
マ
ト

6
0
0
.0

6
0
0
.0

0
.0

5
2
1
.9

5
2
1
.9

0
.0

1
7
.6

8
,8
0
0

2
1
5
.0

0
.0

2
8
9
.3

5
2
1
.9

8
,8
0
0

0
.0

5
,2
4
8
.0

4
,0
4
0
.0

0
.0

3
,3
1
7
.9

3
,3
1
7
.9

0
.0

1
,5
9
8
.9

3
3
0
,5
2
2

4
3
3
.9

0
.0

1
,2
8
5
.1

3
,3
1
7
.9

3
3
0
,5
2
2

0
.0

0
.0

小
計

花
き
研
究
室

小
計

環
境
研
究
室

小
計

１
５
　
生
産
物
（
品
）
に
関
す
る
調
べ

生
産
数
量

処
分
数
量

売
却

目
的
外
使
用

計

野
菜
研
究
室

小
計

果
樹
研
究
室

15



花
御
所

1
,3
0
0
.0

1
,3
0
0
.0

0
.0

6
6
4
.0

6
6
4
.0

3
4
.0

4
0
7
.8

6
2
,7
0
5

3
8
.0

0
.0

1
8
4
.2

6
3
0
.0

6
2
,7
0
5

0
.0

輝
太
郎

2
,0
0
0
.0

4
,0
0
0
.0

0
.0

4
,3
4
7
.5

4
,3
4
7
.5

8
1
6
.9

3
,4
2
6
.4

2
,1
5
3
,0
7
5

0
.0

0
.0

1
0
4
.2

3
,5
3
0
.6

2
,1
5
3
,0
7
5

0
.0

輝
太
郎
穂
木

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
0
.0

西
条

2
,2
0
0
.0

2
,6
0
0
.0

0
.0

2
,0
2
7
.1

2
,0
2
7
.1

6
.0

1
,9
5
9
.4

7
5
4
,2
5
5

0
.0

0
.0

6
1
.7

2
,0
2
1
.1

7
5
4
,2
5
5

0
.0

富
有

1
,3
0
0
.0

2
,6
0
0
.0

0
.0

2
,8
9
2
.5

2
,8
9
2
.5

6
0
8
.9

1
,8
7
2
.7

3
0
,6
0
1

5
6
.4

0
.0

3
5
4
.5

2
,2
8
3
.6

3
0
,6
0
1

0
.0

そ
の
他
カ
キ

4
,2
0
0
.0

1
,0
0
0
.0

0
.0

5
7
3
.7

5
7
3
.7

1
2
0
.7

3
5
0
.0

8
7
,9
0
0

1
6
.0

0
.0

8
7
.0

4
5
3
.0

8
7
,9
0
0

0
.0
太
秋
、
早
秋
、
新
秋
、
甘
秋
、
伊
豆
　
他

カ
キ
精
算
金

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
5
7
,6
5
4

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

3
5
7
,6
5
4

0
.0

1
1
,0
0
0
.0

1
1
,5
0
0
.0

0
1
0
,5
0
5

1
0
,5
0
5

1
,5
8
7

8
,0
1
6

3
,4
4
6
,1
9
0

1
1
0

0
7
9
2

8
,9
1
8

3
,4
4
6
,1
9
0

0
-
0

ナ
ガ
イ
モ

4
5
0
.0

1
,2
0
0
.0

2
,0
6
5
.0

1
,8
2
2
.5

3
,8
8
7
.5

5
7
9
.5

0
.0

0
1
4
.0

0
.0

1
,4
9
1
.0

1
,5
0
5
.0

0
1
,8
0
3
.0

ね
ば
り
っ
娘

1
,5
0
0
.0

3
,7
5
0
.0

3
,2
5
0
.0

3
,2
9
3
.0

6
,5
4
3
.0

4
5
0
.6

1
,3
2
4
.0

2
3
3
,4
0
0

4
1
.5

0
.0

1
,5
1
9
.0

2
,8
8
4
.5

2
3
3
,4
0
0

3
,2
0
7
.9

ね
ば
り
っ
娘
精
算
金

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
0
.0

ね
ば
り
っ
娘
仮
払
金

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
0
.0

ブ
ド
ウ

8
6
2
.0

8
2
0
.0

0
.0

9
0
6
.5

9
0
6
.5

1
7
6
.0

4
4
1
.7

4
4
9
,1
7
1

0
.0

0
.0

2
8
8
.8

7
3
0
.5

4
4
9
,1
7
1

0
.0

ラ
ッ
キ
ョ
ウ

1
,2
0
0
.0

2
,3
0
0
.0

0
.0

2
,2
3
9
.5

2
,2
3
9
.5

9
6
4
.5

0
.0

0
0
.0

0
.0

1
,2
7
5
.0

1
,2
7
5
.0

0
0
.0

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
（
プ
リ
テ
ィ
パ
ー
ル
）

0
.0

0
.0

0
.0

4
.0

4
.0

0
.0

4
.0

1
,0
0
0

0
.0

0
.0

0
.0

4
.0

1
,0
0
0

0
.0
作
付
面
積
・
生
産
計
画
数
量
は
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
に
含
む

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
（
プ
リ
テ
ィ
ピ
ン
ク
）

0
.0

0
.0

0
.0

1
.0

1
.0

0
.0

1
.0

2
5
0

0
.0

0
.0

0
.0

1
.0

2
5
0

0
.0
作
付
面
積
・
生
産
計
画
数
量
は
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
に
含
む

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
（
プ
リ
テ
ィ
ル
ビ
ー
）

0
.0

0
.0

0
.0

6
.0

6
.0

0
.0

6
.0

1
,5
0
0

0
.0

0
.0

0
.0

6
.0

1
,5
0
0

0
.0
作
付
面
積
・
生
産
計
画
数
量
は
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
に
含
む

ラ
ッ
キ
ョ
ウ
（
種
球
）

0
.0

0
.0

0
.0

8
0
.2

8
0
.2

0
.0

8
0
.2

2
0
,0
5
0

0
.0

0
.0

0
.0

8
0
.2

2
0
,0
5
0

0
.0
作
付
面
積
・
生
産
計
画
数
量
は
ラ
ッ
キ
ョ
ウ
に
含
む

4
,0
1
2
.0

8
,0
7
0
.0

5
,3
1
5
.0

8
,3
5
2
.7

1
3
,6
6
7
.7

2
,1
7
0
.6

1
,8
5
6
.9

7
0
5
,3
7
1

5
5
.5

0
.0

4
,5
7
3
.8

6
,4
8
6
.2

7
0
5
,3
7
1

0
.0

5
,0
1
0
.9

サ
ツ
マ
イ
モ

8
0
0
.0

2
0
0
.0

2
0
0
.0

4
1
5
.0

6
1
5
.0

0
.0

0
.0

0
3
5
0
.0

0
.0

6
5
.0

4
1
5
.0

0
2
0
0
.0
種
芋
と
し
て
保
管

ニ
ン
ジ
ン

1
,5
0
0
.0

4
,5
0
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
0
.0

白
ネ
ギ

6
,0
0
0
.0

1
5
,0
0
0
.0

0
.0

1
,8
8
1
.0

1
,8
8
1
.0

0
.0

7
9
5
.0

3
1
9
,5
0
1

0
.0

0
.0

1
,0
8
6
.0

1
,8
8
1
.0

3
1
9
,5
0
1

0
.0

白
ネ
ギ
苗

1
5
0
.0

6
,0
0
0
.0

0
.0

5
,6
0
0
.0

5
,6
0
0
.0

0
.0

2
,8
0
0
.0

4
2
,0
0
0

0
.0

0
.0

2
,8
0
0
.0

5
,6
0
0
.0

4
2
,0
0
0

0
.0
単
位
：
本

8
,4
5
0
.0

2
5
,7
0
0
.0

2
0
0
.0

7
,8
9
6
.0

8
,0
9
6
.0

0
.0

3
,5
9
5
.0

3
6
1
,5
0
1

3
5
0
.0

0
.0

3
,9
5
1
.0

7
,8
9
6
.0

3
6
1
,5
0
1

0
.0

2
0
0
.0

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

1
9
0
.0

3
8
0
.0

0
.0

2
3
7
.1

2
3
7
.1

2
3
7
.1

0
.0

0
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
0
.0

ト
マ
ト

9
8
0
.0

7
,8
4
0
.0

0
.0

7
,5
0
8
.0

7
,5
0
8
.0

1
5
3
.0

3
,4
9
6
.0

1
,2
6
4
,9
5
0

0
.0

0
.0

3
,8
5
9
.0

7
,3
5
5
.0

1
,2
6
4
,9
5
0

0
.0

ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

1
2
0
.0

2
,5
0
0
.0

0
.0

2
,0
8
8
.0

2
,0
8
8
.0

2
,0
8
8
.0

0
.0

0
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
0
.0
単
位
：
本

ピ
ー
マ
ン

1
4
0
.0

8
4
0
.0

0
.0

1
,1
0
9
.1

1
,1
0
9
.1

4
.0

0
.0

0
0
.0

0
.0

1
,1
0
5
.1

1
,1
0
5
.1

0
0
.0

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

1
,2
0
0
.0

8
4
0
.0

0
.0

4
0
7
.6

4
0
7
.6

4
0
7
.6

0
.0

0
0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
0
.0

加
工
葱

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
,2
0
6

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

6
,2
0
6

0
.0

白
ネ
ギ

1
,8
0
0
.0

4
,3
2
0
.0

0
.0

2
,9
1
4
.0

2
,9
1
4
.0

7
6
0
.0

1
,3
2
0
.0

4
9
4
,5
0
0

0
.0

0
.0

8
3
4
.0

2
,1
5
4
.0

4
9
4
,5
0
0

0
.0

4
,4
3
0
.0

1
6
,7
2
0
.0

0
.0

1
4
,2
6
3
.8

1
4
,2
6
3
.8

3
,6
4
9
.7

4
,8
1
6
.0

1
,7
6
5
,6
5
6

0
.0

0
.0

5
,7
9
8
.1

1
0
,6
1
4
.1

1
,7
6
5
,6
5
6

0
.0

0
.0

6
5
,3
0
2
.2

1
4
7
,1
6
0
.0

5
,5
1
5
.0

1
1
7
,3
9
8
.3

1
2
2
,9
1
3
.3

1
1
,2
6
7
.8

6
7
,2
4
4
.7

2
4
,0
0
4
,4
7
9

2
,2
4
6
.0

0
.0

3
6
,9
4
3
.9

1
0
6
,4
3
4
.6

2
4
,0
0
4
,4
7
9

0
.0

5
,2
1
0
.9

2
4
,0
0
4
,4
7
9

2
4
,0
0
4
,4
7
9

金
額
総
計

河
原
試
験
地

小
計

砂
丘
地
農
業

研
究
セ
ン

タ
ー

小
計

弓
浜
砂
丘
地

分
場

小
計

小
計

計
（
ｋ
ｇ
）

日
南
試
験
地

16



１６　試験研究調査事業別実施状況調べ （令和３年１２月３１日現在）

事 業 名  担当室別

実施計画期間
(予算額)
支出済額

試験研究調査
を行う場所

試験研究調査の
対象・数量・範囲 試験研究調査の成果・課題

（成果）
・植栽されている交雑実生群から早生３系統、中生１系統、晩生１
系統を選抜した。これらのうち、晩生系統については令和４年度よ
り現地試験を開始することとした。
・選抜終了系統であるF4227-19は品種登録を行う候補として有望
であったため、令和２年度より現地における栽培試験を開始した。

（課題）
・継続して調査を行い、果実品質の年次変動や生理障害の有無を
確認する。
・選抜終了個体については苗木を育成し、品種登録に向けた調査
を実施する。
・現地試験系統の果実品質調査

（成果）
・2016年度に交雑育種を行った133系統の高接ぎを行った。そのう
ち、2021年度に56系統が初結実し、果実調査を行った。
・2019年度に交雑育種を行い、7系統の実生苗を確保した。
・2020年度に交雑育種を行い、29系統の実生苗を確保した。

（課題）
・2016年度系統は、順次果実調査を行い、有望系統を選抜する。
・2019年度系統は、7系統の穂木を採取して高接ぎをする。
・2020年度系統は、実生苗を養成する。

（成果）
・ｽｲｶつる割病抵抗性の高い系統の中から、慣行の台木品種「ど
んなもん台」よりも黒点根腐病に強い系統を選抜し、品種候補「共
台園試験2号」とした。

（課題）
・「共台園試２号」の現地評価試験
・「共台園試2号」の品種登録出願

（成果）
・品種登録候補系統「CK1号」を選抜した。

・「CK1号」の現地評価試験において有望と判定された。

（課題）
・有望系統を継続して交配、選抜する。
・「CK1号」の特性解明と栽培方法の確立。

（成果）
・地下部の生育が旺盛で株張りが早く、紅葉が非常に遅い系統を
３系統選抜した。
・この３系統は、耐病性が高く、植え付け５年経過しても発病が確
認されていない。

（課題）
・継続調査、さらなる系統選抜。現地での特性調査。

（成果）
・サルトリイバラの県内自生種の中から、棘が極めて少ない系統を
選抜し、特性調査を実施中。

（課題）
・品種登録のための特性調査。

花き研究室

場内露地ほ場
2a

・黒点根腐病に強いスイ
カ台木の育成。

・ナシ新品種、新系統の
鳥取県における適応性を
検討する。

イチゴ新品種の育成
と実用化

実つき枝物の優良系
統の育成

場内露地ほ場
5a

・輝太郎に次ぐオンリーワ
ン甘柿品種を育成する。

・既存品種が皆無である
ことから、本県で確立した
樹形管理に適した品種を
育成する。

スイカ新品種の育成
と実用化

・多収で食味の良いイチ
ゴ育成のための、交雑実
生による育成と選抜。

・育成品種の栽培特性解
明。

場内ハウス5a

・葉枯病耐性・生育旺盛・
揃いの良いコウライシバ
の育成。

野菜研究室

（単）市場競争力のある鳥取オンリーワン園芸
新種の育成

果樹研究室、河原試験地、砂丘地農業センター、
野菜研究室、花き研究室、弓浜砂丘地分場

　　平成28年度
～ 令和5年度

(８，２０４，０００円)
 １，９２１，６４６円

試験研究
調査の目的

本年度の試験研究
調査等の目標

果樹研究室
場内露地ほ場

10a

シバ優良系統の育成
場内露地ほ場

3a

場内ハウス4.0a
現地農家3戸

河原試験地

ナシ新品種の育成

カキ新品種の育成
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（成果）
・現地試作で評価が高かった極早生系統と同様の組合せによる交
配系統の苗を、園試場内および現地に定植し、花色等の特性調
査を行った。現地試験等の結果から生産者等の評価はまずます
であった。
・新たな交配組合せの種子を採種し、育苗・定植をする予定。

（課題）
・新品種候補等の親系統の維持および種苗供給体制の確立。
・新品種候補の切り花品質調査による選抜淘汰。

（成果）
・挿し木による三倍体の効果的な増殖方法が明らかになってきた。
・現地試験において、生産者等の評価はまずますであった。

（課題）
・三倍体の現地特性評価の継続実施。

（成果）
・小球開花性選抜系統‘鳥鱗１号’において、前年以前に抽台前歴
があり、鱗片が大きい苗を定植することで、抽台率と採花率が高
まった。
・‘鳥鱗１号’は令和３年１2月13日付けで品種登録された。

（課題）
・‘鳥鱗１号’の秋冬栽培における抽台率安定及び栽培技術の確
立。

（成果）
・既存品種である‘F1オーガスタ’と同等以上の採花率の系統（１９
H）を選抜することができた。その中から現地で拡大試験を実施す
る予定である。

（課題）
・輪数増加と系統内形質揃いの向上。

（成果）
・‘04HS-2’の果実特性について調査した。収穫適期は、無加温ハ
ウスで8月上旬、露地で8月中旬頃と考えられた。房重は614g、糖
度は22.3度、酸度は0.78％であった。

（課題）
・‘04HS-2’を原料にワイン醸造試験を実施し、加工適性を評価す
る。

（成果）
・灰色かび病耐病性系統は、選抜した１系統について特性調査を
行ったところ‘大栄１号’と同等の収量性を示した。
・乾腐病耐病性系統のうち、北条砂丘地向けのT系統では‘T4’を
最も有望として選抜した。福部向けの‘IF1’、‘T3’は‘在来’と同等
の鱗茎重だったが、年次変動の少ない‘IF1’を有望として選抜し
た。
（課題）
・特性調査を継続し年次変動を確認する。

（成果）
・品種登録に向けた特性調査の結果、対照系統に比べて葉柄が
長い、むかごがほとんどつかない、芋長が短い、芋重が軽い等に
より区別性が認められた。
・過去４年間現地試験の結果、対照系統より芋長が短く芋重が軽
かったことから、在来系統より小型（7割程度）の系統と考えられ
た。
・これらの形質は地上部片付けや掘り取り作業の省力化というメ
リットにつながると期待される。

（課題）
・2年間の調査結果をまとめ、品種登録の申請を行う。
・引き続き現地試験を行い、収量性等の年次変動を調査する。

（成果）
・育成中の自殖5系統、交雑1系統について収量特性を調査した。

（課題）
・引き続き、収量特性を調査するとともに、収穫出荷時（５月）の葉
鞘の丸い個体を選抜し、品質を高める。

灰色かび病耐病性系統、
乾腐病耐病性系統の特
性調査を行う。

花き研究室

日持ちの良い三倍体リン
ドウの育成。

白ネギ
弓浜砂丘地

分場

弓浜砂丘地分
場
露地ほ場　３a

・品質の高い坊主不知ネ
ギの育成。

新しい青ブドウの選
抜

ナガイモ新系統の育
成

砂丘地農業研
究センター西園
ほ場128㎡、
現地ほ場320
㎡、
本場培養実験
室

選抜系統‘1u61’の萌芽
性、収量性、品質につい
て特性を評価する。また、
現地生産者ほ場における
特性評価を行う。

ラッキョウ新品種の育
成

秋冬作型に適するシン
テッポウユリの開発。

リンドウの新品種育
成

花き研究室
ﾊｳｽ10㎡

露地ほ場2ａ

現地ほ場40m2

ユリの新品種育成

小球開花性の新奇性の
高いユリ品種の育成。

砂丘地農業
研究セン
ター

無加温ハウス
32㎡

棚トンネルハウ
ス20㎡

・１２ｇ以上で糖度１８度以
上の青ブドウの創出。

砂丘地農業研
究センター西園
ほ場133㎡、
現地ほ場7㎡

極早生～盆咲き品種の
開発。

花き研究室
ガラス温室20㎡
ハウス50㎡

花き研究室

ハウス：80m2
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（令和３年１２月３１日現在）

担当室別

(予算額)
支出済額

試験研
究調査
を行う場

所

試験研究
調査の対
象・数量・

範囲

試験研究調査の成果・課題

本場果樹
ほ場

‘なつひ
め’１２樹

(成果)再生するカルスを全除去すると翌年の樹勢が低下するが、
約５０％のカルス除去では当年の果実品質や翌年の樹勢に影響
しないことが明らかになった。

(課題)試験としては終了する。環状剥皮による癒合不良の程度が
樹勢や果実品質に及ぼす影響について、生産現場での取り組み
に資するよう情報発信を行う。

本場果樹
ほ場

‘秋甘泉’
１６樹

(成果)ヒオモンの早期散布と、無処理および晩期散布との糖度差
は年次変動が大きく、糖度に与える影響は判然としなかったが、
満開日からヒオモン散布までの日数が少ない場合、果実糖度が
低下する可能性が示唆された。

(課題)‘秋甘泉’は生産現場で‘新甘泉’との混植事例が多く、そう
した園でヒオモンを使用する場合は早期散布の時期になる場合
が多い。そのため、今回の成果である満開後日数と成熟遅延の
可能性について情報発信し、生産現場での使用の際の判断材料
にしてもらう。

本場果樹
ほ場

(成果)開花前に剥皮処理を行うことで側枝候補となる新梢が多く
発生した。開花後の剥皮処理でも発芽部分に植調剤を処理する
ことで、開花前と同等な形質の新梢が得られることが明らかとなっ
た。

(課題)継続して効果を確認し、枝更新用の新梢発生を促進する技
術として確立する。

本場果樹
ほ場

(成果)慣行の施肥量に比べて半量あるいは無施肥で17年間継続
して栽培試験を行った結果、果重と糖度、収量は施肥量を削減し
ても慣行と概ね変わらず、果色は施肥量が少ない方が高くなる傾
向であることが明らかとなった。

(課題)試験期間が長くなり、一定の成果も見られたことから、各区
の土壌分析を行った後に試験としては終了の方向。

(1)ナシの施肥量
の検討

‘おさゴー
ルド’１４樹

ナシ樹の樹勢維持や果
実生産に必要な施肥量
を明らかにするため、施
肥量の違いが果実品質
や収量に与える影響に
ついて検討する。

２．新時代を拓く画期的栽培技術の確立
(1)側枝基部への
環状剥皮による新
梢発生促進効果
の検証

‘新甘泉’
２０樹

ナシの枝更新を安定的
に進めるため、側枝基
部への環状剥皮処理が
新梢発生に及ぼす影響
について、剥皮時期の
違いや植調剤の処理に
よる効果を検討する。

３．気候変動への適応技術の確立

試験研究
調査の目的

本年度の試験研究
調査等の目標

１．新品種を核としたナシ生産技術の確立
(1)‘なつひめ’の環
状剥皮後の癒合
不良が樹体、果実
品質に及ぼす影響
の解明

生産現場では環状剥皮
後に処理部分の癒合不
良が見られており、この
ことが樹体や果実品質
に及ぼす影響について
不明である。そこで人為
的に再生するカルスを
除去し、樹体や果実品
質に及ぼす影響につい
て明らかにする。

(2)‘秋甘泉’の落
果防止剤による成
熟遅延の検証

‘秋甘泉’で使用される
落果防止剤「ヒオモン水
溶剤」は果実成熟を遅
延させる可能性が指摘
されているため、散布の
有無および時期の違い
が果実糖度に及ぼす影
響について検証する。

事 業 名
（単）鳥取のナシ産地活性化を

目指す栽培技術の確立
果樹研究室

実施計画期間
令和元年度

～　令和５年度
(６，３５３，０００円)
３，４１０，９２０円
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（令和３年１２月３１日現在）

事 業 名  担当室別

実施計画期間
(予算額)
支出済額

試験研究調査
を行う場所

試験研究調査の
対象・数量・範囲 試験研究調査の成果・課題

（成果）
・整枝方法の改善として無つる引き栽培のマニュアルを作
成し、現地に実証試験および栽培講習会を実施した。
・交配後の遮光時期を検討し、交配35日後遮光が糖度低下
が少ないことを明らかにし、7どりハウス栽培における遮光
方法を確立した。
・新ユウガオ台木「KTF－１９３」の特性を明らかにした。
・品種「がぶりこ」において、摘果を遅らせることで空洞果発
生を抑制できることを明らかにした。
・スイカのトンネル栽培において生分解マルチの検討を行
い、対照の農ポリと生育、収量が同等であり、実用上の問
題がないことを明らかにした。

（課題）
・低温期の着果安定
・空洞果抑制技術の確立
・新台木の特性評価
・廃プラ削減に関する新技術の開発

・「とっておき」の栽培技術マニュアルを改訂し、農家へ配布
した。
・「CKI1号」について、花芽分化特性、施肥量について明ら
かにした。

・「とっておきの栽培技術の周知及び栽培面積の拡大。

（成果）
・6月、10月、12月どり作型で有望とみられる品種を選定し
た。
・第７２回全日本野菜品種審査会ブロッコリーを実施し、審
査結果を農家へ情報提供した。
・コマツナとチンゲンサイの有望品種を選定した。
・秋冬どり白ネギの有望品種を選定した。
（課題）
・作型別のブロッコリー品種選定
・ミニトマトのつやなし果（生理障害）の抑制方法の検討
・夏秋どり白ネギ品種の選定
・白ネギの除草技術

（成果）
・鳥取県の野菜栽培土壌において、窒素、リン酸、カリウム
の簡易診断に用いる回帰式を明らかにした。

（課題）
・簡易診断法の実証試験およびマニュアル化

本場

黒ボク地域におけ
る野菜の生産拡大
と高品質生産技術

の確立

本場
ハウス5a
　露地15a

・ブロッコリーの作型別
適品種の検討
・第７２回全日本野菜
品種審査会ブロッコ
リー（夏まき年内どり）
・葉菜類の品種選定と
栽培方法の継続検討
・秋冬どり白ネギの適
品種の検討

 

簡易・迅速土壌診
断による野菜の適
正施肥技術の確立

露地6a

・簡易土壌診断技術の
確立

鳥取スイカの生産・
消費拡大を目指す
次世代栽培技術

本場
ハウス12a
露地20a

・整枝方法の現地実証
および普及
・高温期における遮光
技術
・新ユウガオ台木の特
性解明
・空洞果抑制技術の開
発
・廃プラ削減のため
の、生分解マルチの検
討

イチゴ新品種のブ
ランド化と産地強化
に向けた革新技術

の開発

本場 ハウス5a

・「とっておき」栽培技
術マニュアルの改定
・品種候補「CK1号」の
特性解明

（単）野菜主要品目の生産拡大と高品質
生産技術の確立

野菜研究室

　　平成31年度
～ 令和5年度

(３，９３３，０００円)
１，８８８，７６１円

試験研究
調査の目的

本年度の試験研究
調査等の目標
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（令和３年１２月３１日現在）

事 業 名  担当室別

実施計画期間
(予算額)
支出済額

試験研
究調査
を行う場

所

試験研究
調査の
対象・数
量・範囲

試験研究調査の成果・課題

（成果）
・ナシのハダニ、カイガラムシ、シンクイムシ類、ハマキムシ
類などについて新規薬剤の効果が明らかとなった。実用性
の高い薬剤は、県基準防除暦等に記載した。

（課題）
・農薬の再評価制度導入に対応した農薬適用拡大推進。

（成果）
・スイカの菌核病、うどんこ病、アブラムシ類、ハダニ類、ネ
ギの黒腐菌核病、さび病、ハモグリバエ類、ブロッコリーの
黒すす病、ヨトウムシ、ナガイモの炭疽病、ハダニ類等に対
する新規薬剤の効果が明らかになった。

（課題）
・本県特産農産物の生産上問題となる病害虫の更なる農薬
適用拡大推進。

（令和３年１２月３１日現在）

事 業 名  担当室別

実施計画期間
(予算額)
支出済額

試験研
究調査
を行う場

所

試験研究
調査の
対象・数
量・範囲

試験研究調査の成果・課題

（成果）
・ナシ園で訪花昆虫種の把握は、簡易見とり法が簡単で
あったが、見とり時間の条件設定が難しく、ＴＰ設置法が適
していた。捕獲数は地点間で差があった。訪花及び捕獲昆
虫の種類は主にハナアブ類、ハナバチ類、ハナバエ類で
あった。

（課題）
・年次、地域間差等の確認とデータ蓄積。

ほ場70a

　ナシ自然受粉樹の結
実要因を明らかにす
る。
　ナシの開花時期に多
い昆虫種群を明らかに
する。

ナシの花粉媒介昆
虫相の解明と送粉
効率の高い昆虫の
探索および評価

本場

（委）新農薬適用試験 環境研究室

平成10年度～
(４，５１８，０００円)
１，８６４，８８０円

試験研究
調査の目的

本年度の試験研究
調査等の目標

果樹病害虫の防除
薬剤の実用化

本場
河原試
験地

ほ場34a

果樹の新規薬剤の防
除効果等を検討し、各
果樹の防除暦を編成
する。

野菜・花き病害虫
の防除薬剤の実用
化

本場
弓浜砂
丘地分
場

ほ場62a

野菜、花きの新規薬剤
の防除効果等を検討
し、有効薬剤の適用拡
大を図る。

（委）農業における花粉媒介昆虫
等の積極的利活用技術の開発

環境研究室

平成３０～令和３年度
(１，０９３，０００円)
１，０２２，８７１円

試験研究
調査の目的

本年度の試験研究
調査等の目標
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（令和３年１２月３１日現在）

事 業 名  担当室別

実施計画期間
(予算額)
支出済額

試験研究
調査

を行う場所

試験研究調
査の対象・
数量・範囲

試験研究調査の成果・課題

（成果）
・花芽分化前または後に10日間程度強遮光を行うことでも開花を
遅らせることができた。
・発蕾以降にpF2.5程度の潅水を行うことで、FR照射下でも切り花
のボリュームを維持することができた。
・開花と温度に相関が高いことが分かり、無電照条件下における
高精度の開花予測式が作成できた。
・品質保持剤として「塩化ベンザルコニウム」を使用すると、品質
保持効果が高く鑑賞日数を延長できた。

（課題）
・電照条件下における精度の高い開花予測式の確立。
・具体的な潅水や施肥量などの指標化。
・他品種における効果的な品質保持剤と使用法の確立。

（成果）
・秋冬出荷作型に適した品種を選定した。選定した品種はこれま
で行われていた定植前苗冷蔵と電照をしなくても採花率が高かっ
た。
・葉色を基準としてSPAD値が45以下になったタイミングで追肥す
ることで収穫まで肥効を維持させることができた。

（課題）
・選定品種は輪数が少ない特性があるため、栽培方法で改善で
きないか検討する。また、秋冬出荷作型に合った品種を引き続き
検討する。
・品種ごとに適切な追肥方法を検討する必要がある。

（成果）
・秋冬出荷栽培では、主要品種においてR（赤色）光や蛍光灯で
草丈伸長効果が高く、無照射より40％以上草丈が伸長し、光源
から2m程度までの距離で効果が高かった。
・主要品種の栽培において、花芽分化後に消灯することで草丈を
確保しながら開花を促進でき、作期分散が可能と分かった。

（課題）
・電照の有効な時間帯について明らかにする必要がある。

（成果）
・花き類の主要品目において、夜間密閉するEOD保温、終日密
閉する保温区において開花の促進が認められた。
・また、EOD保温にEOD光照射とわい化剤を併用すると、生育を
促進しながら草姿がコンパクトになる品目も明らかになってきた。

（課題）
・より効果の高い保温方法の検討

（成果）
・サルトリイバラの10月上旬収穫（緑実状態）で乾燥、浸漬処理を
組み合わせることで、最短収穫後４に目に、８割以上の葉が落葉
し、落果への影響が無いことが明らかとなり、簡易落葉法は熟期
に左右されることなく使用できる技術であることが明らかとなっ
た。
（課題）
・さらに省力で高品質化可能なツルウメモドキの一文字整枝や、
地這い誘引等による樹形管理法を確立する必要がある。

（成果）
・砂土表層に籾殻くん炭を混和し。２週間に１回程度鎮圧すること
によって、ライゾームの形成が促進されることが明らかとなった。
・断根・目土・鎮圧処理が‘グリーンバードＪ’の沈み症（仮称）に
及ぼす影響を継続調査中。

（課題）
・効果の年次変動を継続調査する必要がある。
・‘グリーンバードJ’における適正な施肥量や、潅水の影響、鎮
圧等の影響を明らかにする必要がある。

（単）鳥取の花きとシバ生産を支える
安定生産技術の開発

花き研究室

　　令和元年度
～ 令和5年度

(４，５２０，０００円)
１，８９１，９６４円

試験研究
調査の目的

本年度の試験研究
調査等の目標

【ストック】
・開花調節技術の確
立
・施肥・潅水管理法
の検討

本場 ハウス  3a

・計画的な出荷を行うた
めの開花予測や開花調
節技術、品質保持技術を
確立する。

・品質向上のための施
肥・かん水管理法を明ら
かにする。

【シンテッポウユリ】
・ハウス秋冬出荷作
型における適品種の
検討と品種特性の解
明
・露地盆出荷作型に
おける追肥方法の検
討

本場
ハウス　3a
露地 1a

・秋冬出荷作型に適した
品種を明らかにする。ま
た、品種特性を明らかに
し品種に合った栽培方法
を検討する。
・葉色もしくは茎径を基準
にした適切な追肥時期を
明らかにする。

【アスター】
・反応性の高い光源・
光強度・照射時間の
検討

本場 ハウス  1a
・10～11月に無加温で開
花するための光照射法
を明らかにする。

【花壇苗】
・ EOD光照射+EOD
加温（保温）+わい化
剤を組み合わせた早
春出荷法の確立

ハウス2a
・早春出荷における低コ
スト・高品質化栽培法を
明らかにする。

【実付き枝物】
・省力・高付加価値
栽培技術の確立

露地5a

本場

本場

本場

・サルトリイバラの簡易落
葉法を確立し、省力で付
加価値の高い栽培法を
確立する。

【シバ】
・オリジナル育成品
種等の生産性向上を
めざした栽培技術の
確立

露地35a

・保湿資材や鎮圧を組み
合わせた砂土栽培法を
検証する。

・‘グリーンバードJ’沈み
症（仮称）の発生原因と
対策法を明らかにする。

・ シバ黄化症等の発生
回避技術確立
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（令和３年１２月３１日現在）

 担当室別

(予算額)
支出済額

試験研
究調査
を行う場

所

試験研究
調査の
対象・数
量・範囲

試験研究調査の成果・課題

(成果)基肥全量施用区と慣行区で差異はなく同等の収量が得ら
れた。

(課題)継続調査する。

(成果)収量性は系統間に差異はなく、早期出荷時期の乾物率に
も差異はなかった。過去５年間の結果から、乾物率の高い
‘H2405’、早期収量性の高い‘H2502’を早生系統の候補として
選定した。
(課題)候補の２系統について継続調査を行う。

西園ほ場
1.2a

(成果)定植時期の早晩に関わらず、秋季重点施肥区は慣行区と
同等の収量が得られた。

(課題）平年と比較していずれの区も収量、乾物率が低くかったた
め経年調査を行う。

(成果)単年度では縦割れ症の発生は土壌pH、施肥量の違いによ
る差はなかった。過去３か年の結果による縦割れ症の発生原因
を検討すると、土壌pHが高いと発生が認められた。

(課題)対策試験の実施。

(成果)冷蔵保存後の乾物率はつる切り時期が遅いほど高く、冷
蔵保存による乾物率への影響はなかった。

(課題)継続調査が必要。

(成果)つる切り時期および施肥方法による芋の腐敗発生に差は
なかった。褐変症の発生は、追肥前倒区では保存期間を通して
発生が見られなかったが、慣行区は保存７か月後から多くなっ
た。

(課題)継続調査が必要。

(成果)かん水間隔を慣行の２日に１回から４日に１回と長くして
も、ムカゴ着生重、粒数とも差異はなく、着生低減効果が認めら
れず、昨年の結果と異なった。
(課題)継続調査が必要。

(成果)継続４年目においても、油圧ショベル収穫による芋の収量
及び品質は慣行区と同等だった。

(課題)引き続き経年調査が必要。

(成果)２月下旬に実施した深耕の効果は、深耕初年でも収穫期
まで継続すると考えられた。また、バックホウ収穫により植付列
部の土壌が締まる傾向があり、通路部の土壌硬度は大きく減少
した。

(課題)引き続き経年調査が必要。

(成果)黒陥没症の発生は慣行区が最も多く、かん水量を極端に
増加させても発生は増加しなかった。

(課題)継続調査が必要。

(成果)土壌改良資材施用３年目におけ黒陥没症の発生が無施
用区と比較して減少する傾向が見られ、さらに、褐変症の発生に
ついても減少した。

(課題)継続調査が必要。

（３）中部地区
における施肥の
検討
ア　定植時期に
よる施肥効果へ
の影響

秋季重点施肥の効果が
定植時期の早晩によっ
てどのように差があるの
か調査する。

砂丘地農
業研究セ
ンター西
園ほ場・
現地ほ場

２　‘ねばりっ娘’専用栽培技術の確立
土壌pHの違いが縦割れ
症の発生、品質、収量に
及ぼす影響を検討する。

（２）現地優良系統
の選抜と特性の解
明
ア　早出し栽培に
適した現地優良系
統の特性調査

かん水間隔の違いが‘ね
ばりっ娘’のムカゴの発
生に及ぼす影響を検討
する。

早期収穫時（５月中旬出
荷想定）に乾物率が高く
収量性が高い系統を選
抜する。昨年までに３次
選抜した５系統について
収量特性を調査する。

事 業 名
(単)気候・風土に適応した砂丘ラッ
キョウ・ナガイモの安定生産技術の確
立

砂丘地農業研究センター

実施計画期間
  　平成３１年度
～  令和５年度

(５，１７９，０００円)
　　８６７，５６８円

試験研究
調査の目的

本年度の試験研究
調査等の目標

（１）収量に影響す
る重点施肥時期の
解明

1 ラッキョウにおける安定生産技術の確立
鳥取市福
部町ほ場
4.5a

被覆尿素肥料を９月中
旬～10月下旬にかけて
溶出する組合せとした基
肥全量施用が生育、収
量に及ぼす影響を慣行
を対照として検討する。

鳥取市福
部町ほ場
0.05a

イ つる切り時期及
び施肥方法が保
存期間中の芋に
及ぼす影響

西園ほ場
2.0a

異なるつる切り時期が冷
蔵保存中の芋品質に及
ぼす影響を調査する。加
えて、追肥前倒処理の影
響も検討する。

（１）縦割れ症発生
原因究明と低減技
術の確立
イ　土壌pHの差異
による影響

砂丘地農
業研究セ
ンター・
西園ほ
場・現地

ほ場

西園ほ場
1.0a

（３）ムカゴ着生低
減方法の検討
イ かん水間隔によ
る影響

砂丘地農
業研究セ
ンターほ場
0.4a

深耕や収穫に使用する
作業機の違いが土壌物
理性に及ぼす影響につ
いて検討する（芋は未作
付け）。

バックホウ収穫（植え列
でない通路部分を収穫
時に崩す）による芋の収
量及び品質を経年調査
する。

土壌改良資材３年連続
施用による黒陥没症発
生低減効果を検討する。

（２）出荷後に発生
する腐敗の原因究
明
ア つる切り時期が
保存期間中の芋
に及ぼす影響

西園ほ場
1.8a

異なるつる切り時期が収
穫時の芋品質に及ぼす
影響および冷蔵保存後
の芋品質を経時的に調
査する。

３　ナガイモ黒陥没症対策技術の確立
(１）発生原因の究
明と低減技術の確
立
ア　かん水による
影響

東園現地
ほ場1.2a

（５）深耕・収穫作
業が土壌物理性
に及ぼす影響

西園ほ場
1.0a

（４）油圧ショベル
収穫による収量・
品質経年調査

西園ほ場
1.0a

砂丘地農
業研究セ
ンター・

現地ほ場

砂丘地農
業研究セ
ンターほ場
1.7a

極端なかん水処理によ
る土壌水分の違いが黒
陥没症の発生に及ぼす
影響について検討する。

イ　土壌改良資材
による影響
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(成果)黒陥没症の発生はpHによる差異はなかった。しかし、本年
はpH処理１年目で表層処理のため土壌の下層までpHが上昇し
ておらず、処理が不十分だったたと考えられた。

(課題)下層部までpHを上昇させたうえで再検討する。

(成果)通路深耕区は慣行区と比べて黒陥没症の発生が少なかっ
たことから、通路深耕による土壌への影響は２年間続くと考えら
れた。

(課題)継続調査が必要。

(成果)被覆ビニール除去から定植までの期間による出芽への影
響は見られず、黒陥没症の発生は慣行区が多かったことから、
処理期間の違いによる差は認められなかった。

(課題)終了

(成果)５系統を供試したところ、各系統間において褐変症発生に
差はなかった。

(課題)継続調査が必要。

(成果)褐変症発生が見られる芋から採取した頂芽を「腐れ」が多
いほ場に定植すると褐変症が激発したことから、同ほ場では褐
変症が発生していない健全頂芽を定植する必要があると考えら
れた。

(課題)継続調査が必要。

(成果)土壌改良資材施用初年においては、褐変症発生における
施用区と無施用区との差はなかった。

(課題)施用初年度であり反復間差も大きかったことから継続検討
とする。

(成果)通路深耕を行っても慣行区と比べて褐変症および黒陥没
症の発生に差はなく、芋重も同等だった。土壌貫入硬度を調査し
たところ硬度は慣行区と同等だったことから、通路深耕の効果は
判然としなかった。

(課題)終了

(成果)特別栽培施肥区の収量は慣行施肥区と同程度だった。病
害はいずれの区も少発生で差がなかったが害虫は処理区により
差があり、特別栽培防除体系は薬剤散布を行わない春期に慣行
防除体系より被害が多かった。

(課題)継続調査が必要。
(成果)収量面から、初期の肥料は必要ないと考えられた。９・10
月増肥により、収量の増加が期待できるが、流亡量が増加した。

(課題)継続調査が必要。

ラッキョウにおける、施肥
時期と窒素流亡量につ
いて検討し、最適な施肥
法を検討する。

エ　通路深耕によ
る影響

土壌pHの差が黒陥没症
の発生に及ぼす影響に
ついて検討する。

(２）褐変症多発ほ
場における褐変症
発生低減技術の
確立
ア　褐変症発生の
品種・系統間差に
ついて

東園現地
ほ場1.2a

過去に「腐れ」の多いほ
場において、褐変症発生
の品種・系統間差を検討
する。

東園現地
ほ場1.2a

褐変症が発生した芋か
ら採取した頂芽を、褐変
症の発生状況が異なる
ほ場に定植した場合の
褐変症発生に与える影
響について検討する。

東園現地
ほ場0.4a

通路部分を定植前に深
耕することが黒陥没症の
発生に及ぼす影響を調
査する。

オ　土壌消毒時期
による影響

東園現地
ほ場0.7a

土壌消毒の被覆ビニー
ル除去から定植までの
期間の違いによる出芽
および黒陥没症、褐変症
発生に及ぼす影響につ
いて検討する。

４　環境に配慮した施肥法の開発

ウ　土壌の差異に
よる影響

東園現地
ほ場0.4a

イ　褐変症発生頂
芽が次年度作にお
ける褐変症発生に
与える影響

ウ　土壌改良資材
による影響

東園現地
ほ場0.6a

（１）ラッキョウにお
ける特別栽培の検
討

砂丘地
農業研
究セン
ター・西
園ほ場

西園ほ場
2a

‘大栄１号’において特別
栽培法について検討す

る。

土壌改良資材施用が褐
変症発生に及ぼす影響
について検討する。

エ　通路深耕によ
る影響

東園現地
ほ場0.5a

通路部分を定植前に深
耕することが褐変症の発
生に及ぼす影響を調査
する。

（２）ラッキョウ畑に
おける窒素溶脱量
の測定

砂丘地農
業研究セ
ンターほ場
2.4a
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（令和３年１２月３１日現在）

事 業 名  担当室別

実施計画期間
(予算額)
支出済額

試験研究調
査

を行う場所

試験研究調査の
対象・数量・範囲

試験研究調査の成果・課題

（成果）
１試験地の後期生理落果は約7％（前年19％）と少なく、霜
害を受けた水田ほ場でやや多い傾向であった。
２元肥を削除し同量を春に施用した区は、慣行の元肥区と
元肥を削除し半量を春に施用した区と比べ、葉色値が高い
傾向で汚損果、条紋、軟果が多くなる傾向がみられたが、
収穫時期に差は認められなかった。

（課題）
１生理落果の経年変動調査
２輝太郎に適した施肥体系の確立

（成果）
１環状剥皮処理により、熟期促進・生理落果軽減効果が認
められた。本年は全体に汚損・裂皮の発生が少ない年で処
理区の違いは確認できなかった。
２ﾌｨｶﾞﾛﾝ乳剤処理により熟期が促進する効果が見られた。
処理区では葉が垂れ下がって果実にかぶさる症状がみら
れた。
３摘葉処理により汚損が少なくなる傾向がみられたが、早
期摘葉や多く摘むと果重、糖度が低くなる傾向がみられた。

（課題）
１全面マルチ・環状剥皮効果確認の継続
２ﾌｨｶﾞﾛﾝ乳剤及びﾊｳｽ栽培による熟期・果実品質への影響
の確認
３果重・糖度等へ影響が少ない摘葉方法の確立

（成果）
１西条は４月に霜害を受けて着果がほとんどなく、施肥効果
の確認ができなかった。
２富有で施肥方法の違いにより、春肥区で遅れ花率が高
かったが、果重品質やへたすきの発生及び収穫時に差は
みられなかった。
３花御所に石灰質資材を散肥することにより、内部黒変果
が減少する可能性が示唆された。

（課題）
１西条・富有の施肥体系の確立
２花御所内部黒変果軽減対策の継続

（成果）
１ 本年4月に凍霜害を受けた樹で夏枝管理（捻枝、枝抜き）
の違いが枝長、花芽への影響を調査したところ、輝太郎で
は差がみられなかったが、西条では無処理の枝が長くな
り、せん定時に利用できる枝が少なくなった。西条では6月
中旬以降の捻枝と枝抜き処理を行うと翌年の結果枝確保
に有効と考えられた。
２ 凍霜害を受けた輝太郎の着果数を確保するため、遅れ
花を着果させて果実品質を確認したところ、遅れ花は変形
果が多く発生する傾向がみられた。

（課題）
１ 凍霜害樹で行った夏枝管理の違いによる翌年の着果
数、果実品質確認
２ 遅れ花調査は終了

（単）「輝太郎」を核としたカキ産地力強化に向け
た栽培技術の確立

河原試験地

  　　  令和元年度
～     ５年度

(１，０８０，０００円)
　　２８９，５８９円

試験研究
調査の目的

本年度の試験研究
調査等の目標

輝太郎生産安定の
ための技術開発

河原試験地
本場

輝太郎
　河原試験地若木
63樹

１後期生理落果の実
態を調査する
２輝太郎に適した施肥
体系を検討する

輝太郎果実品質向
上のための技術開
発

河原試験地

輝太郎
　河原試験地
　　若木20樹
　　ポット樹8樹
　

１全面ﾏﾙﾁ（雨水遮断）
及び環状剥皮の効果
を確認する
２出荷時期前進化対
策を検討する
３外観向上対策を検討
する

既存品種の生産安
定

河原試験地

西条
　河原試験地
　　成木35樹
富有
　河原試験地
　　成木11樹
花御所
　河原試験地
　　若木6樹
　

１西条に適した施肥体
系を検討する
２富有に適した施肥体
系を検討する
３花御所の内部黒変
果軽減対策を検討する

霜害樹の生産安定
河原試験地
（水田ほ場）

輝太郎
　河原試験地
　　成木12樹
西条
　河原試験地
　　成木12樹
　

１凍霜害樹の夏枝管
理方法を検討する
（輝太郎、西条）
２凍霜害樹の遅れ花
の果実品質を確認する
（輝太郎）
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（令和３年１２月３１日現在）

事 業 名  担当室別

実施計画期間
(予算額)
支出済額

試験研究調
査

を行う場所

試験研究調査の
対象・数量・範囲

試験研究調査の成果・課題

（単）中山間地園芸作物の安定栽培技術の確立 日南試験地

  　 令和元年度～ 令和５年度
(２，１３４，０００円)
１，５８４，６５０円

試験研究
調査の目的

本年度の試験研究
調査等の目標

日南試験地

トマト‘りんか409’
の栽培特性に対応
したかん水施肥基
準を策定し、高品
質安定多収の実現
を図る

ハウス 8.6a （1）生育ステージに応
じたかん水・施肥技術
の検討
・散水チューブ
・点滴チューブ
（２）クロマルハナバチ
利用による省力化
（３）微弱パルスLED光
照射がトマトの生育お
よび収量に及ぼす影
響
（４）遮熱資材とフル
メット液剤による裂果
対策

白ネギ省力化栽培
技術の確立と作型
前進化

ほ場　16a （１）越冬大苗疎植栽
培による7月どり作型
の確立
・チェーンポット直置き
育苗による育苗期間
短縮
（２）高品質多収技術
の検討
・品種特性の比較

【成果】
（１）
・散水チューブで慣行施肥、7月増肥、全期増肥の3区で比
較を行った結果、全期増肥区では茎径が太く推移したが、
後半の草勢低下の傾向は慣行と変わらなかった。
・点滴チューブで慣行施肥と減肥区の2区で比較を行った結
果、減肥区は合計N量は少ないにも関わらず、慣行区よりも
有意に増収した。基肥の有無が要因と推察された。
（２）
・クロマルハナバチ利用によって、トマトトーン散布時間の短
縮され、収量も同等であることが確認された。しかし、クロマ
ルハナバチ区は小玉傾向であり、また、単棟ハウスの利用
では、防虫ネットやクロマルハナバチの購入コストがかさむ
ため、慣行区よりも費用対効果は劣るものだった。
（３）
・微弱パルスLED光照射による生育差、収量差は認められ
なかった。
（４）遮熱資材とフルメット液剤による裂果対策
・遮熱資材「ワリフ明瞭30」を梅雨明けから8月末まで展張す
ることで有意に裂果が減少した。しかし、その反面空洞果が
多発した。フルメット液剤は遮熱資材の効果に比べると劣化
抑制効果は劣った。
【課題】
・慣行の施肥基準と試験施肥体系の収量生育比較
・遮熱資材の天候に応じた開閉による果実品質向上
・高品質安定多収品種の検索（予備）

（１）
・LP303-10（ロングピッチペーパーポット）を用い、1月播種
で30本/ｍ程度までの栽植密度の増加は可能であると考え
られた。20本/ｍの栽植密度では、慣行施肥体系では肥料
過多となっている可能性があり、減肥の必要があると考えら
れた。
（２）
・盆前どり作型は‘MKS-N43’が有望と考えられた。9月どり
は‘源翠’、‘秋の宝山’、‘名月一文字’が有望と考えられ
た。秋冬どりは‘大河の轟き’、‘秋の宝山’が有望だった。
【課題】
・越冬大苗疎植栽培の7月どり作型の確立
・各作型の有望品種の選定
・有望品種に適した栽培方法の確立
・高温期の施肥方法の検討

【成果】
（１）
・‘恵麟’、‘とくみのり’、‘ファイター’が有望と考えられた。
・肥料の変更による収穫日や品質の目立った差は認められ
なかった。
・苗の加温を行うことで、花蕾品質の向上が図られる可能性
が示唆されたが、ホットマルチでの簡易的な保温程度では
品質向上は困難であると考えられた。
（２）
・秋雨前線の影響による湿害で根腐れが発生し、収穫に至
らなかった。
（３）
・‘SK9-099’が有望と考えられた。
【課題】
・品質評価（継続調査）

ブロッコリー作期拡
大試験

ほ場　16a （１）初夏どり作型
・初夏どり適品種の選
定
・低温期の生育促進技
術の評価
（２）高温期どり作型
・9月中旬収穫の適品
種選定
・高温期の花蕾腐敗症
状対策の評価
（３）秋冬どり作型
・10月どりの適品種選
定
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【成果】
（１）アスパラガス
・拍動かん水による増収効果は認められたが、かん水量の
設定に再検討を要した。
（２）トルコギキョウ
・5月初めころに播種を行うことで安定した栽培が可能と考
えられた。
・‘ハピネスホワイト（白）’、‘コレゾブルー（紫）’、‘コレゾラ
イトピンク（ピンク）’、‘ミンクルージュ（ピンク覆輪）’が有望
と考えられた。紫覆輪は再検討を要した。
・ペーパーポット稚苗定植は活着が悪く、再検討を要した。
（３）ピーマン
・バイオスティミュラント資材ライゾーの有無による有意差は
認められなかった。新品種‘グッピー’を4番果まで摘果する
ことで収量は増加したが、2番果摘果との有意差は無かっ
た。
【課題】
・アスパラガスの拍動かん水による増収効果の検証
・トルコギキョウの有望品種の選定
・フラワーネットの位置が収量と生育へ及ぼす影響の調査

新規品目の栽培技
術確立

ハウス　4a
ほ場　12a

（１）アスパラガスの栽
培技術の確立
・拍動かん水装置によ
る液肥栽培の確認
（２）トルコギキョウの9
～10月収穫作型の適
品種選定
・播種時期の検討
・適品種の検討
・育苗資材の検討
（３）少量多品目生産を
支える品目の栽培技
術確立
・夏秋ピーマン新品種
の栽培特性確認
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○意見、要望等
（１）業務に関する意見・要望等 特になし

（２）監査委員事務局に対する要望等 特になし
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